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　細胞のエンドサイトーシス（取込み）では、細胞膜が部分的に細胞質側に陥入し、GTPアーゼであ

るダイナミンにより膜が切断され、小胞が形成される。ダイナミンはBARドメインを持つ蛋白質アン

フィファイジンと複合体を形成し、協調して膜変形・切断に機能するが、その詳細は不明であった。

　本研究において我々は、電子顕微鏡と高速原子間力顕微鏡（高速AFM）を駆使し、膜切断過程に

おけるダイナミン−アンフィファイジン複合体の動的な構造変化を直接可視化した。その結果、ダイ

ナミン−アンフィファイジン複合体がGTP加水分解に伴い複数のクラスターを形成し、クラスター間

で膜が切断されることを明らかにした。また、アンフィファイジンが複合体のクラスターのサイズを

調節することによって小胞形成を増強することを新規に見出した。電子顕微鏡と高速AFMを用いた

我々の手法により、膜切断におけるダイナミン−アンフィファイジン複合体の実態が解明された。
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